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　箕面市では、危険箇所・問題箇所の点検活動が、約
40年前から行われています。青少年指導員が中心と
なって、子どもたちや地域住民、PTA、教職員、市職員、
警察など毎年約1,000人が参加し、小学校区ごとに班
に分かれて、実際に通学路を歩いて点検します。
　見つかった危険箇所は、青少年指導員が取りまと
め、市に報告します。市では、この報告をもとに、毎年
500件以上の危険箇所を改善しています。
　｢約40年前から、毎年、地域ぐるみで点検活動が行
われ、見つかった危険箇所を市が改善する」。これは
全国でも非常に珍しい取り組みです。
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青少年指導員とは？
　青少年指導員は、市長から委嘱を受け、地域の青少年の健全育成のために活動しています。小
学校区ごとに5～6人で、子どもの安全を守るための登校指導、危険箇所・問題箇所の点検活動、
「飛び出し坊や」などの交通安全看板の設置・補修のほか、各団体と協力してさまざまな地域行事
を行っています。

　 　　　　　　   　　点検活動を実施！
見つかった危険箇所は、市で順次改善しています
約40年前から 毎年

　子どもたちの安全確保のため、箕面市の青少年指導員が中心となって、毎年５月から
６月にかけて全市の通学路を歩いて「危険箇所・問題箇所点検」を実施しています。
　通学路に潜む危険箇所を見つけるためには、より多くの人数で点検することが大切で
す。この点検活動を通して、毎年500件以上の危険箇所を改善しています。ぜひみなさ
んも、地域の点検活動にご参加ください。

通学路を
安全に!

スピードを落とさずに坂
道を下ってくる車が多い。

横断歩道がない
場所を横断する
子どもが多い。

樹木の根によって歩道
が盛り上がっている。

路面標示が消え
ている。

道幅が狭い上に側
溝が深く、子どもが
落ちそうで危険。

池の周囲のフェンス
が壊れていて危険。

入り組んだ交差点
で見通しが悪い。

約40年前から
地域と市が連携
通学路などの危険箇所の
改善に取り組んでいます｡

全国でも
非常に珍しい

箕面市では、点検活動で報告された危険箇所・問題箇所の改善に優先的に  
取り組んでいます。今後さらに地域との連携を強化し、改善を進めていきます。

点検活動
地域ぐるみで14校区
の点検活動を毎年

が実施
約1,000人

報告
青少年指導員が
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点検活動で見つかった 危険箇所の改善例

危険箇所・問題箇所の点検活動に、ぜひご参加ください。
今年も、各校区で、次のとおり点検活動を行います。子どもの安全を守るために、ぜひご参加ください。
申し込みは不要です。当日、直接集合場所へお越しください。小雨決行です。

校区名 日  時 集合場所
箕面小学校 6月  6日(土)   9:00 箕面小コミセン横広場

止々呂美小学校 5月30日(土)   8:45 とどろみの森学園
正面玄関

萱野小学校 6月13日(土)   9:30 萱野小学校正面玄関
北小学校 6月13日(土) 10:00 北小学校多目的室
南小学校 5月24日(日) 10:00 南小学校多目的室
西小学校 5月23日(土)   9:00 西小学校正門前
東小学校 5月23日(土)   9:00 東小学校南側玄関
西南小学校 6月21日(日)   9:00 西南小学校会議室

豊川北小学校 6月  6日(土)   9:30 豊川北小学校
わくわくルーム

豊川南小学校 5月16日(土) 11:00 豊川南小学校体育館前

校区名 日  時 集合場所
萱野北小学校 6月13日(土) 14:00 萱野北小学校北門前

彩都の丘小学校 5月23日(土)   9:30 彩都の丘学園
地域安全センター前

萱野東小学校 5月 9日(土)   9:00

青松園案内板前
石丸自治会館前
今宮ローソン前
西宿集会所前
外院会館前
白島会館前
西宿公園
新船場東公園南側

中小学校 5月16日(土)   9:00
中小学校正門前
ナギノ木公園北側
いなにし公園

※集合場所が複数の場合は、お近くの場所へお越しください。

衝突事故などが起き
た場合に、車が歩道に
乗り上げ、横断待ちの
歩行者を巻き込む恐
れがあり危険でした。

改善後改善前
横断待ちの歩行者が
危険を回避できるよ
う、歩道にガードパイ
プを設置しました。

駅前の傾斜がある道
路で、人通りが多いに
も関わらず、スピード
を落とさずに走る車
が多く危険でした。

改善後改善前
道路標示とともに、セ
ンターポールを設置
し、車のドライバーに
車線の幅を意識させ
ることで減速を促し
ました。

交通量が多い住宅街
の道路で、側溝にふ
たがなく、車を避ける
際などに歩行者が転
落する危険がありま
した。

改善後改善前
側溝への転落を防止
するためにふたを設置
し、歩行空間を確保し
ました。

改善

改善

改善

新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、点検活動が中止となる可能性があります。
最新の情報は、市ホームページをご覧いただくか、青少年育成室（ 724・6968）へお問い合わせください。
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